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JA 福井県経済連 担い手対策課 

平成 28年度 

9月 27日 JA若狭にて土づくり研修会（水稲・大麦）が行わ

れ、関係者含め約 20名が参加。 

前半は、嶺南振興局の方から大麦栽培と土づくりの重要性に

ついて説明がありました。大麦栽培では、特に排水対策・酸度

矯正・適宜播種が重要であること、土づくりは秋の温かい時期

に稲わら梳き込みを行うことで翌年のガス発生量を減らすと

いったポイントを教わりました。 

 後半は会場近くの圃場へと移動し、クボタの方から作業機

の紹介及び実演。①すき込み性に優れたローターアース、②

排水性を良くするパラソイラ―、③暗渠を施工するカットド

レーン、④土を細かくして畝立が行える超砕土成形ロータ

リ、⑤1人で定植することができる乗用半自動移植機。圃場

がぬかるんでいたため実演は大変そうでしたが、みなさん興

味津々で見学されました。 

水田キャベツ栽培取組 1年目の JA福井市東部管内 農業法人の

キャベツ圃場で、10月中旬から下旬にかけて収穫が行われました。

収穫されたのは 7月下旬に定植された早生品種『おきな』と中晩生

品種『万代』の 2品種。なるべく低労力で収穫が行えるようにと経

済連レンタルの鉄コンテナをトラクター後部に載せ、圃場内でキャ

ベツが積み込めるように工夫していました。 

麦の播種等で忙しい時期のため、収穫は人数が集まる日に実施。

男性だけでなく女性作業員も参加し、慣れた手つきで素早くキャ

ベツを収穫していました。今年の栽培を振り返って『今まで水稲

作業等は男性ばかりだったが、今回のキャベツ栽培が地域女性の

雇用に繋がって良かった。今年は初めての栽培で要領が上手くつ

かめなかったが、来年は今年の経験を活かして計画性をもって取

り組みたい』と代表の方は意気込みを語りました。 

 



10月 22、23日に JA若狭本店にて組合祭りが行

われました。 

色々な出店や農業資材が展示される中、毎年恒

例「TACコーナー」のブースも設けられ、3名

の専任 TACがハッピを来て来場者対応を行いまし

た。TACコーナーは主に土改剤やこれからの除草

に役立つカソロンなどの紹介ポップが展示してあ

り、休憩がてら営農相談に立ち寄ってもらえるよう

なブースとなっていました。 

初日だけでも 30名ほどの方に来ていただき、

なかには 2日連続で顔を出してくれる方もいらっ 

しゃいました。少し肌寒い 

2日間ではありましたが、 

みなさんしっかりとお祭 

りを楽しんでいかれたよ 

うです。 

普段訪問してくれる顔なじみの TACの顔をみ

て、用事はないけど立ち寄って話しをされていく

方や、家に生えている雑草を持ってきてこれに効

く除草剤が何か教えてほしいと来られた方、今年

の米の収量がどうだった、鳥獣害があったんだ、

複数の土改剤の違いを聞きたいなど色々な話題が

飛び交いました。またこちらでは TAC専用のタ

ブレットがあり、雑草の名前もタブレット内にあ

る電子図書の写真ですぐに検索し、除草剤コーナ

ーのブースまで行ってどの剤を散布したらよいの

か丁寧に指導されていました。 



 JA福井市主催の水田園芸ブロッコリー圃場巡回が 10月

14日に行われ、県担当者や福井青果、JA担当者らが出席。 

巡回先は岡保、六条、鶉、河合の 4 地区 4 圃場。8 月上

旬に定植した圃場を中心に巡回し、現地では JA 担当者よ

り生育・防除状況について説明がありました。参加者は今

年の生育状況や出荷規格について生産者と話したり、ブロ

ッコリーの葉の枚数や花蕾の大きさを見て収穫までの日数

を確認したりしていました。 

 10 月 26 日福井県産業会館にて経済連肥料農薬課主催の担

い手支援プレゼンテーションが開催されました。JA関係者や

生産者等約 170 名が来場し、休憩時には農機や肥料農薬、園

芸の各ブースで担当者と談笑される方、実物を手に取りじっ

くり見て回る方々等で会場は大いに盛り上がりました。講演

は経済連より米穀情勢及び H28 年水稲作柄概要について、組

合員トータルサポートセンターより生産調整に向けた JAグ 

その後 県農業試験場より水田園芸への取り組みについ

て、三井化学アグロ㈱よりカメムシ類の生態と防除につい

ての説明、肥料農薬課より JAグループ推奨品目の肥料や

農薬、大型規格について紹介されました。 

講演者の中には壇上から降りて会場の生産者との会話を

取り入れながら進行する方もいて、軽快な語り口から土づ

くりの重要性を呼びかけました。 

福井青果山下営業部長より、今年は台風の影響でブロッコリー1

箱あたりの値段が例年より高いため収穫期を逃さずに積極的に出荷

してほしいこと、また従来の段ボール出荷より鮮度が保たれ高い値

段で売買される「発泡スチロール＋氷詰め」での出荷方法を生産者

に勧めてほしいこと等を呼びかけました。 

ループの考え方について、JA全農より高温登熟障害を防ぐ技術と土づくり、農薬の上手な使い方について。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 JA 福井県五連組合員トータルサポートセンター主催の

第一回経営改善実践研修会が 10月 4日経済連総合施設セ

ンターにて開催され、県内 JA の TAC や信用関係職員等

約 40名が出席しました。 

始めに JA 全農 TAC 推進課岡田氏より「全国における

サポートセンターの取り組み等について」と題し、全国の

TAC 活動状況や、担い手支援の現状・課題等の報告があ

りました。近年は農業法人への訪問回数が増えてきている

一方で、TAC が持ち帰った情報について十分な事業関連

系が図られていない部分もあるため、部門を超えた情報共

有化等が課題として挙げられました。 

 

その後組合員トータルサポートセンター䋆田氏より、多様

化する担い手のニーズに対応できる JA 職員育成を目的とし

た「設備投資と資金管理の考え方について」演習問題を交え

た講義がありました。皆さん慣れない言葉や計算にとまどい

ながらも、電卓をたたきながら熱心に資料を見直したり講師

から個別で解説を仰いだりしていました。 

 
10月 5日農業会館にて TAC担当部課長会議が開かれ、

県内 JA担当部課長等をはじめ、組合員トータルサポート

センター、経済連が出席しました。 

始めに「上期事業報告及び下期事業予定について」組

合員トータルサポートセンター農業支援課 牧野課長、経

済連担い手対策課 山脇専門員課長より各課の説明があ

りました。 

続いて「担い手訪問活動での意見集約と対策について」の報告、今後の講習会や TAC 県大会等につい

て案内があり、今年度の TAC活動や今後の JAとの連携について相互に確認し会議を終えました。 

 



土壌医検定とは、土壌のことのみだけなく作物生育との関係を重視した土づくりを指導できる人材

の育成を目指し、毎年 1 回 2 月頃に実施している試験です（主催：一般財団法人 日本土壌協会）。受

験級は 1～3級まであり、受験申込者数は年々増加しています。 

受験制限はなく受験者の職業層は JA職員や農業者に加え、会社員や 

公務員、大学生、農業高校生と様々です。また合格者には合格級に応じ、 

土壌医、土づくりマスター等の称号が付与されています。 

 

申込期間：平成 28年 11月 1 日（火）～12月 16日（金） 

試験日：平成 29年 2月 12日（日） 

試験会場：福井農林高等学校 

※ 申込は、各自インターネットまたは郵送でお申し込みください。 

「土壌医検定」で検索！ 



 


